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公
共
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
に
ム
ダ
や
非
効
率
が
あ
る
こ
と
や
、
政
・
官
・
業
の
癒
着
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

批
判
さ
れ
て
お
り
、
今
や
公
共
事
業
に
対
す
る
国
民
の
不
信
感
は
根
強
い
。
超
高
齢
社
会
を
前
に
し
て
社
会
資
本
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
今
こ
そ
公
共
事
業
に
対
す
る
信
頼
感
を
回
復
さ
せ
、
透
明
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま 

 

た
、
長
期
間
停
滞
し
た
ま
ま
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
、
撤
退
の
基
準
作
り
を
早
急
に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。 

三 

費
用
便
益
分
析
に
関
し
て
は
、
各
分
野
ご
と
に
努
力
が
認
め
ら
れ
る
が
、
よ
り
大
切
な
の
は
、
異
な
る
事
業
分
野
間
で
の 

一 

ど
の
公
共
事
業
が
必
要
で
、
ど
の
公
共
事
業
が
必
要
で
な
い
の
か
と
い
う
、
公
共
事
業
の
優
先
順
位
の
確
立
に
努
め
る
こ

と
が
肝
要
だ
。
し
か
し
問
題
は
、
こ
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
の
明
確
な
評
価
基
準
が
未
だ
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
早

急
に
具
体
策
を
出
す
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
の
検
討
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

そ
の
た
め
に
は
費
用
対
効
果
分
析
が
不
可
欠
だ
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
費
用
対
効
果
の
分
析
が
定
性
的
な
も
の
に
留
ま
っ

て
い
る
の
が
実
情
だ
。
そ
う
し
た
定
性
的
な
も
の
で
な
く
、
優
先
順
位
を
明
ら
か
に
す
る
定
量
的
分
析
が
必
要
だ
。
こ
の
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
の
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

当
質
問
主
意
書
で
は
、
公
共
事
業
に
対
す
る
評
価
基
準
、
撤
退
の
ル
ー
ル
作
り
等
に
つ
い
て
以
下
の
質
問
を
す
る
。 
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三 

 



 

四 

建
設
省
は
本
年
八
月
、
全
国
の
ダ
ム
・
貯
水
池
三
八
〇
か
所
を
調
査
し
、
中
止
、
休
止
、
一
時
休
止
を
決
め
た
。
意
味
が

な
く
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
公
共
事
業
を
撤
退
す
る
こ
と
は
評
価
に
価
す
る
が
、
中
止
、
休
止
、
一
時
休
止
が
ど
ん
な
基
準

で
判
断
さ
れ
た
か
、
判
断
基
準
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

補
助
金
等
適
正
化
法
が
地
方
公
共
団
体
が
公
共
事
業
か
ら
撤
退
す
る
際
に
、
補
助
金
返
還
の
義
務
を
規
定
し
て
い
る
な 

ど
、
撤
退
時
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
が
も
は
や
必
要
で
な
く
な
っ
た
公
共
事

業
か
ら
速
や
か
に
撤
退
の
決
断
が
で
き
る
よ
う
、
当
初
目
的
か
ら
の
違
反
以
外
は
原
則
、
補
助
金
返
還
は
必
要
な
し
と
す
る

見
解
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

問
題
は
長
期
間
停
滞
し
て
い
る
公
共
事
業
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
業
の
中
止
や
継
続
を
判
断
す
る
シ
ス
テ
ム

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
点
だ
。
事
業
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境
、
投
資
効
果
な
ど
の
観
点
か
ら
公
共
事
業
の
必
要
性
を

監
視
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、
再
評
価
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

七 

公
共
事
業
の
再
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
、
住
民
の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
、
評
価
の
透
明
性
を
確
保 

投
資
効
果
の
比
較
だ
。
た
と
え
ば
、
農
水
、
運
輸
、
建
設
関
係
の
ど
の
事
業
を
、
ま
た
ど
の
地
域
で
優
先
す
る
か
と
い
っ
た

総
合
分
析
の
現
状
、
特
に
、
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
法
等
の
分
析
手
法
な
ど
、
そ
の
進
捗
の
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

し
た
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
だ
。
実
効
性
あ
る
再
評
価
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
点
を
留
意
し

て
検
討
に
あ
た
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


